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110特集生涯学習と公共性

I .行政評価の必要性と方法

l.行政評価の意義と種類
今日，地方公共団体では，地方分権の推進，財政の硬直化，税収不足など
により，様々な行財政改革が取り組まれている。そのため行政には，市民へ
の説明責任，行政の効果的・効率的な施策・事業の実施，行政運営の改革・
改善が求められることから，行政評価が導入されてきている。行政サービス
の体系をみると政策一施策一事務事業という形態である。
政策とは，行政の将来構想や基本方針であり，その政策を実現する具体的方
策が施策である。事務事業とは，施策を具現化する手段である事務・事業で
行政の最小単位である。
行政評価とは，政策一施策一事務事業の各レヴェルを総称する評価で，各
レヴェルの達成目標にそくした達成度を評価するものである。

・行政評価の種類('）
この行政評価の種類をあげると,つぎのように分類ができると考えられる。
行政体系のレベルから・・・政策評価，施策評価，事務事業評価
行政の内部と行政の外部（専門家，市民サイド）から・・・・

内部評価（担当者，チーム，内部組織)，
外部評価（専門家，市民，第三者機関等）

行政のある領域（施設別など）から・・・・
個別評価一公民館経営評価,図書館奉仕評価，
博物館評価，体育館評価等）など

評価の時間から・・・・・・事前評価一事中評価一事後評価
その他

このように行政評価を分類すると，社会教育行政評価は評価者の立場から
である個別評価が，かなりなされてきた。
次に，この行政評価を行う仕組み（方法）と行政評価のねらい（目標）に
ついて述べてみる。
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２．行政評価の方法と仕組み
(１)行政評価方法
政策一施策一事務事業の各レベルにおける評価の仕方がどのように行うか
がポイントである。評価の仕方として，政策一施策一事務事業の各レベルで
どの程度達成されたかを見分けることが必要であるので，その数値目標を数
値化していくことが重要である。その達成目標として指標化することが考え
られる。その達成目標の指標として，インプット指標，アウトフ・ヅト指標，
アウトカム指標があげられる。インフ．シ卜指標は，予算額，許容される人員
で示され，アウトプット指標は，投入(予算，人員等)された結果の量をあら
わすものである｡アウトカム指標は,市民･住民の側からの効果を示す指標(効
果量)である｡どのような指標がよいかをどのように設定するかが非常に重要
である。
換言すれば，この指標として，投入指標（インフ°ヅト）一活動・執行・結
果指標（アウトプット）-効果・成果指標，満足度指標（アウトカム）があ
る。この投入量指標，活動指標，成果指標の関係について，次の例のとおり
であると考えられる。（図2-1)

図2- l [投入量指標，活動指標，成果指標の間の関係］
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M(0mC0Ⅷ）
＝事業や行政サービスに
より生み出された価値

投入量(IMT)
=予算(資源)の投入量、
コスト、事業費、人件
費

活動量(0UTPUT)
=事業､サービス量
行政が何をやったか

それによって子育てに悩む
市民が減少した。

事業費300万円、所要時
間500時間をかけて

子育て事業のパンフを
5,000部作成､配布

成果指標活動指標招入量指標
●子育てに悩む市民の割合
●子育て相談件数

(資料）「施策・政策評価報告書」豊島区政策経営部行政管理課，平成l5年２月
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図２-２杉並区における行政評価運用のイメージ
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(資料)杉並区役所政策経営部企画課『杉並区行政評価システムについての提言-杉並区
行政評価検討委員会報告』，平成１４年７月

11．行政評価の事例

１．社会教育行政評価例
(1)社会教育行政評価
社会教育では個別評価が多いと述べたが，従来，社会教育行政評価がなか
ったわけではない。代表的な例として，秋田県の「社会教育行政の条件整備
基準｣，埼玉県の「埼玉県社会教育行政指標」をあげることができる｡(3)
・秋田県の「社会教育行政の条件整備基準」
秋田県では，昭和５５年「社会教育行政の条件整備基準」を作成している。
その基準づくりには，社会教育関係法規,主要答申等を参考にして３０の基準
内容（項目）となっている。社会教育行政の条件整備基準の内容は，領域，
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122特集生涯学習と公共性

（４）三重県一事務事業評価の発展・拡充(''）
三重県は,Plan-Do-Seeのマネイジメントサイクルにもとずづき，事務
事業評価をおこなってきたが，このたびそれを拡充して「みえ政策評価シス
テム」を展開している。
教育関係の行政評価についても，この行政評価システムに位置付けている。
「みえ政策評価システム」では，「数値による評価｣，「政策・事業体系に基

づいた目的の体系からの評価｣，「生活者起点で問い直す目的からの評価」の
三つの特徴を有している。
「みえ政策評価システム」は，施策，基本事業，事務事業という三層の評

価と地域機関における評価で構成されている。施策レベルの評価は，「三重く
にづくり宣言」の施策を指標とした評価でアウトカムを指標とし，基本事業
評価もアウトカムを指標としている。
事務事業評価は「行政評価の改善」や「職員の意識改革」を目的としてい
るのでアウトプットやインプットを指標としている。
この「みえ政策評価システム」は，政策体系（政策展開の基本方向一政策
一施策一基本事務事業一事務事業）に基づきおこなっている。
三重県の行政評価は，本来から事務事業評価に特徴があったことから，そ
れをみると基本事務事業目的評価表，事務事業目的評価表からなっている。
事務事業評価は，「目的そのものから確認することからはじめる」「目的を成
果指標で表す」「Plan-Do-Seeの意識付け」等が強調されている。
なお,行政評価の施行にはマネージャーがその責任を負い,関与している。

施策評価については総括マネージャーが，基本事業評価については担当マネ
ージャーがそれぞれ全総括・評価をしている。事務事業評価については担当
者が執行・評価をし，マネージャーが担当することになっている。
以上の事務事業のシステムで教育行政評価においても活用されている。

（５）行政過程指標及び有効度指標による市民大学，公民館の評価(12）
評価指標設定の仕方として行政過程指標（行政入力指標，行政活動指標）
と有効度指標（サービス成果指標，社会成果指標，住民満足度指標）にわけ
ている。この行政評価の体系に基づき，市民大学の政策評価や公民館の評価
指標体系を設定して分析枠組みを作成している。
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